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実施概要

⚫日時：10月31日(日)13時～17時

• 企画イメージは「ＷＥＢオープンキャンパス」

• 参加費無料／入退場自由

⚫参加者：全国の大学生、大学院生、大学教職員、応援・支援したい一般社会人

⚫参加 ちょうど1100人

• 参加申込：1032人 （学生・院生496人+社会人536人）

45都道府県から1000人を超える参加申込（目標2000人）

• 登壇者：30人

• 主催者：38人

⚫プログラム詳細
こちら>> https://www.univcoop.or.jp/activity/summit/program.html

全国大学生サミットWEBサイト>> https://www.univcoop.or.jp/activity/summit/index.html
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実施概要：プログラム概要
全体会
7832名の大学生活’21
～大学生活ってどんな生活？

送りたい生活はこんな生活～

参加者同士で自分たちの“フツー”の大学生活を交流しながら、これ
からのキャンパスライフについて話し合います。

分科会A
集まれ！"フツー"の大学生！
～みんなで考えよう！

わたしのキャンパスライフ～

オンライン授業も含めたこれからの大学授業について、学生・大学
教員など様々な階層からゲストスピーカーをお招きし、考え合いま
す。

分科会B
オンライン授業の今を語りあおう！
（大学授業の今とこれから）

オンライン授業も含めたこれからの大学授業について、学生・大学
教員など様々な階層からゲストスピーカーをお招きし考え合います。

分科会C
あなたと一緒にあなたを探す
〜心理カウンセラーと話してみよう〜

8割の大学生が不安を抱えている一方で、学内カウンセリングの利
用は5.2％にとどまっています。この分科会では、実際に大学で学
生相談室を担当されている先生方に多数ご参加いただき、学生の
こころの問題や学生相談機能の気軽な活用について話し合います。

分科会D
ぶっちゃけ！
コロナ禍のシューカツを語り合おう！

コロナ禍での就職活動について、「みんなどうしているの？」「先輩
たちはどうしたの？」といった大学生の気になるテーマでじっくり
と話し合います。
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実施概要：参加概数 ※出入自由のため概数

プログラム 前半 後半

全体会
7832名の大学生活’21
～大学生活ってどんな生活？送りたい生活はこんな生活～

600

分科会A
集まれ！"フツー"の大学生！
～みんなで考えよう！わたしのキャンパスライフ～

140 70

分科会B
オンライン授業の今を語りあおう！
（大学授業の今とこれから）

170 160

分科会C
あなたと一緒にあなたを探す
〜心理カウンセラーと話してみよう〜

90 40

分科会D
ぶっちゃけ！
コロナ禍のシューカツを語り合おう！

120 120
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全体会 当日の様子

アメリカの状況を紹介
日本へのメッセージ

アメリカ コーネル大学留学中 小林令奈さん（3年生） 現地から参加（時差13時間）
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全体会 当日の様子

齋藤 憲司先生
（東京工業大学教授/カウンセラー）

こころの持ち方のアドバイス
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全体会 当日の様子

鈴木 健一先生
（名古屋大学教授/カウンセラー）
アメフト部の部長も務めている。

新しい価値観で、
新しい伝統/文化を
作っていこう！

奈良由美子先生（放送大学教授）
東京都新型コロナウイルス
感染対策医療アドバイザー

みなさんは、しなやかに、
工夫しながら、強く、コロナ禍
を乗り越えてきた。
確実に力をつけて、
成長していると思う。

増谷 文生氏（朝日新聞論説委員）
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全体会 当日の様子 現役学生たちで語り合う

大学生YouTuber
パーカーさんも、
パネラーで参加
（神戸大学在学中）
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分科会A キャンパスライフ 当日の様子

パネラー（学生）と参加者で、オンラインアンケートも駆使して語り合った。
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分科会A キャンパスライフ 当日の様子
学生数人から最近の状況や心境を紹介
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分科会A キャンパスライフ 当日の様子

オンラインアンケートで、これから頑張りたいことを交流
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岸磨貴子先生（明治大学）、

濱名篤先生（関西国際大学学長）、

畠一樹先生（徳島大学）

から事例報告

分科会B オンライン授業 当日の様子
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オンラインアンケートで感想交流

分科会B オンライン授業 当日の様子
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分科会C 学生相談 当日の様子
それぞれの学生相談
室からライブ中継。

札幌学院大

• 卜部先生（カウンセ
ラー）

• セラピードッグ
エースくん（6才）

• 仲良しの学生

名古屋大学

• 鈴木先生（カウンセ
ラー）

• 相談室現場の様子

ご自宅に見えますが

学生相談室です。
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学生相談室の
利用経験があ
る学生、カウン
セラーの先生
で座談会

• 利用したきっか
けは？

• どうだった？

• いつでも気軽
に！

分科会C 学生相談 当日の様子
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常見陽平先生（千葉

商科大学国際教養

学部准教授）、現役

就活生、就活生を終

えた4年生で、参加

者の疑問や悩みな

どにコメント。

分科会D 就活 当日の様子
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分科会D 就活 当日の様子

就活経験者から経験談も交えてアドバイス
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分科会D 就活 当日の様子

常見陽平先生から疑問や悩みにコメント+エール！
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◆ アンケート結果の共有に力づけられた大学生は多かった。

• 自分だけが抱えてる悩みだと思っていましたが、多くの学生が似たような悩みを抱えていることを

知れて少し安心しました。（宮城県/４年）

• 2年生の大変さは本当に、苦しかっただろうと思う。また、みんなが大学生に対する批判、中傷に少

なからず苦しんでいたということを知れて、ちょっと心が軽くなった気がした。社会に負けちゃい

けないと思った。 （神奈川県/3年）

◆ 大学生同士が交流することで、明日からの大学生活を前向きに取り組む受け止めは

広がった。

• 大学1年の頃はずっとオンラインだったため、孤独感や不安などで毎日がとても辛かった記憶があ

ります。大学生サミットへの参加は、私のことを見かね、母が勧めてくれました。他の大学生の話を

聞くと、自分のことをさらに卑下してしまうのではないかと、正直初めは参加することに抵抗感が

ありました。しかし今は参加して本当に良かったと感じています。同じ学生の話を聞けたことで勇

気をもらえ、気持ちを新たにこれから頑張りたいと思えました。出来れば、1年生の時にこのような

サミットに参加したかったです笑。開催していただきありがとうございました。 （東京都/2年）

参加者アンケートより①
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• 自分が大学生になって頑張るときに就活に書けそうなものという縛りで見てしまっていたのです

が、そうでなく自分が頑張りたいことに正直にやっていくのがいいなと思いました。（大阪府/1年）

• 就活経験者・人事採用担当者の方々の貴重な生の声が聞けたのが本当に良かったです。退屈する

ことなくこの時間を楽しめたと思います。（大阪府/2年）

• コロナ禍であったからこそ、オンラインを活用した様々な地域の人と考えを共有することのできる

機会ができたり、学生自身が行動を起こす機会ができたりとメリットもあること、全体会では学生

と先生の双方が授業を作っていくという意識をもっていくことが大切だという考えが持てました。

（奈良県/１年）

• 就活の分科会で、自分の悩みや他の人の悩みなどを交流できて、私だけじゃなくてみんなも同じよ

うに悩んでいるんだって思えて、就活のモチベーションがすごく下がっていたんですけど、また頑

張ろうって思えました！（京都府/3年）

• 全国の大学生のコロナ禍での大学生活や、就職活動について知れたり、情報を共有することがで

きたりして、自分と同じような思いを持っている学生がたくさんいると知ることができたので参加

して良かったです。（奈良県/２年）

参加者アンケートより②
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◆ 「社会が気にかけてくれている」ことに安心感を感じた大学生は多かった。

• 教職員や社会人といった大人の方々が、大学生のことをこれほど考えてくださっているとは知り

ませんでした。たくさんのお話が聞けてよかったです！ （熊本県/1年）

• 久しぶりに自分自身のことについて人に話したのですが、カウンセラーの方が私の話を真摯に聴

き入った下さったのがとても嬉しかったです。（鳥取県/3年）

• 学生さんの“つながり”が随所に感じられてよかったです。朝日新聞社の方、カウンセラーの方が、

大学生活を危惧し、サポートしている姿と行動に大変共感しました。私も大きなことはできません

が、自分なりに学生さんのためにできることを考えて、周りの人たちと一緒にサポートしていこう

とあらためて強く感じました。（東京都/社会人）

• 普通であったら繋がることのできない各地の大学生と、オンラインでつながれたことが何より嬉し

かった。また、参加していた社会人の方や専門家の方々等の、私達大学生を応援している、という

メッセージが嬉しく、これからの大学生活を送る上で、とても心強い心の支えとなった。（東京都/

２年）

参加者アンケートより③
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◆とはいえ、まだまだキャンパスの不安な状況は残っている。

• 2020年2月以前の大学を取り戻すことを諦めずに、頑張りたいと思います（愛知県/大学院）

• 全体を通して、参加者はポジティブな学生が多いのかなとの印象を受けました。今現在苦しくて、

きっかけを作りたいと考えている学生には、ちょっと中に入っていきづらかったのではないで

しょうか。（北海道/社会人）

◆ そんなに大学生活充実してないこともないですよ

• おそらく私は恵まれている方だと思います。コロナ禍ですがこの頃はほとんど不自由なく友達と

付き合うことができているからです。（三重県/4年）

• オンライン慣れしたから、正直対面に切り替えなくていい。オンデマンドで動画を何度も見た方が

いい。（東京都/2年）

参加者アンケートより④
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◆ これからも、大学生同士でもっとつながりたい！

• 今回の企画のように、チャットなどを通して大学生活について語り合える機会があれば良いと思い

ます。（滋賀県/1年）

• 普段関わることのない、環境の違う大学生の意見を聞くことができて、オンラインでこういったイベ

ントができることが改めて私たちは強い武器を手に入れたなと思いました。（広島県/3年）

• 今やりたいなって思った事、いまだからこそ出来る事、出来なくて困って立ち止まっちゃった事、ぜ

んぶひっくるめて皆さんが人と共有したりストレス発散していけたらなと思います！（栃木県/2年）

• 定期的に全国の大学生が集まれるイベントみたい

なのがあるといいなぁって思いました！

（愛知県/3年）

参加者アンケートより⑤
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【おまけ】

全国大学生サミットの中でも、
ハロウィンやりました

（10/31ですから！）



◆ 後援 ありがとうございました
• 文部科学省

• 日本学生支援機構

• 朝日新聞社

◆ 協賛 ありがとうございました
• 企業・団体：110件

• 個人：13件

• 100件超えの目標に到達

• 多数の応援メッセージもいただきました。

◆ 収支概況（税込）
• 収入（協賛）：3,430,000円

• 支出：3,420,875円

• 収支：9,125円（残余金）
残余金は、たすけあい奨学制度（大学生協奨学
財団）に寄付。

後援、協賛、収支概況、報告冊子発行計画

◆ 報告冊子 2022.1/2１頃お届け予定

• 後援、協賛いただいた企業・団体・個人
• 大学関係者
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